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十勝岳ジオパーク
　美瑛町・上富良野町は、北海道の中央に位置し、大
雪山国立公園（十勝岳連峰）の恵まれた自然環境と農
業・観光を基幹産業とするエリアです。
　このエリアの特色は、火山活動によって生まれた「波
打つ大地」に、農林業の営みが生み出す美しい農村景
観があります。しかし、火山は貴重な地域資源を創造
してくれる一方で、生命財産を奪う大きな災害をもた
らしてきました。
　火山活動によって生まれた大地では、人々の苦労と
希望の結晶として豊かな農作物が実り、温泉は癒しを
与えるなど貴重な地域資源が多く存在し、継承されて
きました。
　そのため、この地域資源の魅力を守り、学び、広く
発信して、火山と共生する質の高い地域づくりに取組
むことで、将来にわたって住民が地域に誇りを持つこ
とができる持続可能な発展を目指すために、ジオパー
クのプログラムを進めています。

十勝岳ジオパークが展開するテーマ
「丘と火山がおりなす彩り」
　およそ300万年の間に、現在の大雪山～十勝岳連峰
付近で起こった大規模火山噴火による火砕流堆積物が
積み重なって丘陵地になり、100万年前から現在まで
の火山活動によって、十勝岳連峰がつくられました。
現在の美しい丘の景観は、入植以降の農耕者のたゆま
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『十勝岳ジオパークは、2022年 1月28日、日本ジオパークに認定され
ました』

十勝岳ジオパーク推進協議会
会長　角和浩幸美瑛町長 副会長　斉藤繁上富良野町長

認定後の新ポスター

基本目標
⑴　 いつかおきる火山災害に

2町で協力して備えたい
⑵　 火山と自然について地域

みんなで学びたい
⑶　 恵まれた環境とふるさと

の文化を将来に残したい
⑷　地域を愛してほしい
⑸　 世界の様々な地域と連携・

情報交換したい
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大地に育まれた火山と共生する美しい丘のまち
火砕流と農業のコラボレーション
　大規模火砕流によってつくられた波状丘陵も、原生
林や原野であったときにはその地形の全貌を見ること
ができませんでした。およそ130 年ほど前から、この
地に入植した開拓民が原生林を切り開き農地にするこ
とによって波状丘陵が認識されたのです。火砕流の大
地はその地形と相まって水はけもいい反面、急な傾斜
や、石英などの鉱物を含む土壌などから農機具を痛め
るなど様々な苦労も伴いました。波状丘陵の形成と苦
労して実りの
丘をつくった
農業の営みを
紹介します。
このストー
リーを展開す
る施設は、美
瑛町の成立ち
や歴史の紹介
のほか、日中
でも星を観測
できる天文台
を併設してい
る「美瑛町丘
のまち郷土学
館（ 美

み

宙
そら

）」
です。

十勝岳泥流のつめ痕に北の大地を切り拓く
火山災害と復興を伝える
　1926年に発生した十勝岳噴火に伴う融雪型火山泥流
は、144名もの
犠牲者を出し、
多くの農地を埋
め尽くしまし
た。火山災害の
悲惨さと復興に
苦しんだ当時の
開拓民の姿を、

ぬ努力によっ
てつくられた
もので、その
積み重ねられ
た歴史・文化
はこの地域の
象徴です。そ
して、いまな
お火山活動を繰り返す十勝岳には溶岩流・火砕流・泥
流など噴火の痕跡が多く残され、地球が生きているこ
とを実感できます。
　この地域を代表する特色を伝えるために、2018年に
十勝岳ジオパークのテーマを制定しました。

十勝岳ジオパークが取組む 3つのストーリー
北海道の屋根　十勝岳ものがたり
繰り返される噴火と人々の共存
　十勝岳は、およそ30年周期で噴火を繰り返してきた
ことから、溶岩流・火砕流・泥流など様々な噴火の痕
跡を残し、それらをよく観察・実感できる貴重なフィー
ルドを持っています。このような周期で噴火を繰り返
してきた火山の
営みを学び、噴
火に翻弄されな
がらも共存して
きた人々の営み
を紹介します。
このストーリー
を展開する施設
には、十勝岳の
火山活動を24時
間体制で監視し
ながら、また避
難所や学習の場
としての機能を
もつ「十勝岳火
山砂防情報セン
ター」がありま
す。

■ 火山と共生する地域づくりを目指す十勝岳ジオパーク ■

十勝岳を背景に歴史を伝えるジオガイド

1988年の十勝岳噴火
（写真は旭川地方気象台提供）

十勝岳火山砂防情報センター

波状丘陵（波打つ丘）

1926年の泥流災害

美瑛町丘のまち郷土学館「美宙」



10 ’22.8

三浦綾子の小説
「泥流地帯」「続・
泥流地帯」のス
トーリーととも
に多くの人に伝
えていきます。
「上富良野町郷
土館」では、こ
のストーリーを展開し、上富良野町の成立ちや開拓の
歴史、十勝岳の災害史を展示しています。

十勝岳ジオパークを学ぶ施設
　このエリアのジオツーリズムの拠点となるのが、十
勝岳の火山情報の収集と発信を担っている「十勝岳火
山砂防情報センター」です。噴火や泥流の発生が予測
された場合には、最前線の対策本部として機能すると
ともに、地域住民の一時的な避難所としての役割も果
たします。
　火山と共生する地域づくりを展開するため、通常は、
展示室を一般の見学者にも開放し、十勝岳の噴火の記
録や火山砂防事業などを学ぶことができます。

私たちの活動目標
目標１　「いつかおきる火山災害に２町で協力して備えたい」

地域総合防災訓練
　十勝岳は、わずか96年前に144名の犠牲者を出し、
その後も 2回のマグマ噴火を起こしました。かつての
悪夢を再び繰り返さないためにも、 2つの町が一体と
なった取組みを進めています。
　十勝岳の火山砂防事業としては、1988年の噴火後に
国や北海道によ
る砂防えん堤な
どの整備が迅速
に進められてき
ました。地域に
おいては、十勝

岳の噴火を想定
した「総合防災
訓練」を、美瑛
町・上富良野町
を含め 6市町30
団体機関で実施
しているほか、
十勝岳火山防災
協議会が主催する十勝岳火口の観測登山に同行し、噴
火口や噴煙などの状況を観察し、関係者に対して堆積
物や火山弾の解説を行っています。

目標２　「火山と自然について地域みんなで学びたい」

防災教育
　火山と共生するまちづくりを進めるため、国や北海
道など関係機関と連携して、火山災害と復興を通じた
郷土の学習に取
組んでいます。
火山噴火のしく
みや砂防施設の
機能、地域資源
の保全と活用の
ほか、災害から
命を守る「自助・
共助・公助」に
ついて学ぶ機会
を、学校教育・
社会教育をはじ
め、ツーリズム
を通じて広く一
般に提供してい
ます。

目標３　「恵まれた環境と文化を将来に残したい」

　農業とともに観光業も盛んで、十勝岳連峰の山岳風
景をはじめ、波状丘陵に広がる農村景観、ラベンダー

★北海道新時代 #02★

上富良野町郷土館 火口調査

模型実験（砂防施設の役割）

十勝岳美瑛川第1号えん堤施設見学

総合防災訓練
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畑、十勝岳山麓の温泉などが観光資源となっています。
　特に、美しい農村景観は、大規模火山噴火による火
砕流堆積物が侵食されてつくられた、なだらかな地形
の上に広がっています。大規模農業を可能とする広大
な農地を提供する一方で、作物栽培のための栄養分に
乏しく、連作障害を引き起こしやすいため「ジャガイ
モ、小麦、豆類、ビート」などを輪作することで、こ
の欠点を解消しています。輪作のプロセスにより、毎
年、季節ごと、時間ごとに変化する美しい農村景観の
彩りを楽しむことができます。
　地域では、こうした環境と景観を保全するために環
境省が毎年 8月に実施している「自然公園クリーンデ
イ」をはじめ、山岳エリアや波状丘陵、文化サイトが
存在する主要道
路付近を対象
に、住民参画に
よる清掃活動や
植樹・植栽活動
が活発に行われ
ています。
　また、児童生
徒による活動も
多く、高校生ボ
ランティアによ
る登山道整備や
中学生・高校生
も参加する清掃

活動などの多く
の保全活動に地
域を上げて取組
んでいます。特
に、小学生で構
成する十勝岳愛
護少年団の清掃
活動は、50年以
上も継続してい
ます。
　地域内にはアイヌ民族が定住した痕跡はありません
が、「フラヌイ（臭気のある場所の意。富良野の語源）」
や「ピイェ（油の意。美瑛の語源）」など、多数のア
イヌ語地名が存在します。そこで、アイヌ民族との共
存を主張したことで知られる北海道の名付けの親「松
浦武四郎」の足跡とアイヌ語地名を辿

たど

るツアーを商品
化しました。
　十勝岳ジオパークに伝わる祭り文化は、いずれも火
山災害による犠牲者の慰霊と災害からの復興、火山と
の共生を象徴しています。地域の祭りとして盛大なも
のに、「那智・美瑛火祭」「北の大文字」があります。
いずれも 「火祭り」の要素を持ち、美瑛町の那智・美
瑛火祭は 1988 
年の十勝岳噴火
を契機に、美瑛
神社で熾

おこ

した
忌
い み び

火を十勝岳に
供え、その火を
松
たい

明
まつ

に灯して神
社に奉納し、火
山活動の沈静化
とまちの活性化
を祈願する目的
で始まりまし
た。上富良野町
の北の大文字

■ 火山と共生する地域づくりを目指す十勝岳ジオパーク ■

美しい農村風景

十勝岳望岳周辺の清掃活動

商品化したツアーの状況

那智・美瑛火祭

北の大文字小学生による清掃活動
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は、1926 年の泥流災害を偲
しの

び、復興をたたえるとともに、
活火山「十勝岳」の安静と地域の発展を願う行事です。

目標４　「地域を愛してほしい」

　このエリアを訪れる観光客は、40年前の1980年は46
万人ほどでしたが、2019年には300万人を超えるなど、
この40年間で 6倍以上に急増しました。過疎化が進行
するなか、交流
人口の増加によ
りにぎわいを見
せるなか、美し
い景観を見せる
農地への侵入な
どオーバーツー
リズム（観光公
害）も生じてる
いることから、
観光協会をはじ
め、関係団体と
連携し地域資源
である「丘」を
守る取組みを強
力に進めています。

目標５　「世界の様々な地域と連携・情報交換したい」

　十勝岳ジオパークは、地域の優れた景観を全世界に
アピールすると
ともに、地域に
残された諸問題
に取組みます。
すなわち、地球
温暖化に伴う気
象災害、あらゆ
るジオハザー
ド、人口減少と
コミュニティの

縮小、地域資源のオーバーユースと観光公害、といっ
た問題について広く世界と情報共有し、議論し、より
良い将来のためにともに行動します。

十勝岳の噴火災害と対策
　十勝岳では、1926年に中央火口で噴火が起こり、融
雪型泥流を発生させました。1962年には前十勝付近で
相次いで噴火し、62火口群を形成しました。62－Ⅱ火
口では1988～1989年にも噴火が発生し、活発な地熱活
動や噴気活動は現在も続いています。このように、わ
ずか100年の間に 3回のマグマ噴火を繰り返した十勝
岳は、近い将来の噴火が予想されているため、火山活
動の常時監視が行われています。

★北海道新時代 #02★

地域の各種体験

（写真は旭川地方気象台提供）
地域の噴火の歴史と復興のまちづくりを語る
外国人ツアー
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　また、山麓の
美瑛町・上富良
野町では、前述
したように、最
も多くの犠牲者
を出した1926年
の噴火を想定し
た総合防災訓練
を実施していま
す。訓練は積雪
期である 2月に
実施し、伝達・
初動・避難・誘
導・救助救出訓
練のほか、ド
ローンによる映像の提供を行い、関係機関との連携強
化を図っています。

かつての悪夢を再び繰り返さないために
　美瑛町・上富良野町の二つの町が一体となり、「火
山と共生するまちづくり」を進めるために「十勝岳ジ
オパーク」を推進しています。
　2015年に、地域の持続可能な発展を目指すため、53
の構成団体による協議会が設立されました。シンボル
となるロゴマークは全国公募し、約80作品の中から「十
勝岳・波状丘陵」など地域の特色が生かされたデザイ

ンを選考し、2018年には「丘と火山がおりなす彩り」
にテーマを修正してきました。以後、組織体制の強化
を図りながらボトムアップによる運営を推進し、2022
年 1 月28日に日本ジオパークに認定されました。
　このロゴマークは、十勝岳と波状丘陵をモチーフに
して制作しました。

拠点施設の整備
　私たちが、地域の良さや価値を理解し、誇りを持っ
て普及させ、観光や教育に活用しながら地域の活性化
を推進していくため、旭川開発建設部の支援を受けな
がらジオパーク活動の核となる拠点施設の整備を進め
ていきます。
　拠点施設で
は、地域の自然
や環境、そして
ジオパーク活動
を紹介するモニ
ターを設置する
ほか、火山やプ
レート模型、岩
石標本、視聴覚
器など、地域を
学び理解するた
めに必要な施設
整備を行い、学
習・体験の場と
して機能を高め
ていきます。

持続可能なまちづくりへ
　私たちは、地球科学に立脚した教育・研究を推進し、
地球環境と地域遺産の保全と活用を手段として、持続
可能な地域の発展を目指すというユネスコ世界ジオ
パークの理念に共感し、世界のあらゆる地域と協力・
連携して「地球と共生する地域づくり」を推進します。

■ 火山と共生する地域づくりを目指す十勝岳ジオパーク ■

救助訓練

1 F　シアター（写真：旭川河川事務所提供）

2 F体験室


